
現在、 介護者の３ 人に１ 人は男性、「 介護は女性の仕事」 はもう 昔話、 少子高齢

化社会にあって介護する・ されることは、 今や誰でも人生の中で経験する普通の出

来事です。 この講座では、 男性介護の現実と課題を通して、 男性としての介護問題

を掘り 下げます。  

 

 

■対象者： どなたでも７ ０ 名  ■受 講： 無料 

■申込み： 電話・ Ｆ Ａ Ｘ ・ Ｅ メ ール（ 事前の申込みを必ずお願いします）  

■託 児： あり （ ６ ヶ月～就学前 開催日３ 日前までにご予約下さい）  

東京都健康長寿医療センター研究所福祉と生活ケア研

究チーム（介護・エンドオブライフ研究）研究員。    
1979年神奈川県生まれ。2003年東京大学文学部卒

業、2005年同大学大学院修士課程修了、2011年オレ

ゴン州立大学大学院博士課程修了。Ph.D. (Human 

Development and Family Studies)。専門は社会

学、ジェンダー論。現在は中高年期の親子関係と高齢

者介護をテーマに、男性とケア、男性のケアの問題を

研究。主な著書に『迫りくる「息子介護」の時代：

28人の現場から』（光文社新書、2014年、共著）、

『きょうだいリスク：無職の弟、非婚の姉の将来は誰

がみる？』（朝日新書、2016年、共著）、『介護す

る息子たち：男性性の死角とケアのジェンダー分析』

（勁草書房、2017年）。 



 

 


